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	１．克服すべき具体的な課題
※　実証事業を通じて解決を図ろうとする「課題」について、可能な限り具体的に記載すること。
　　　





２．克服すべき具体的な課題の解決に資する目指すモデル事業
※　上記１．の課題の解決に向けて、実証事業を通じて構築を目指すモデル事業について、可能な限り具体的に記載すること。目標とする事業効果を具体的数値として記載すること。モデル事業は、新規性・独自性を有するとともに、地域経済・雇用の活性化、市内事業者の生産性向上のいずれかに資するものであること。





３　実証項目ごとの詳細
　※　実証項目ごとに、その実施予定時期、内容、方法、具体的な成果目標等を可能な限り具体的に記載すること。





４　選定のポイントに対する適合性
※　募集要領の「４　委託先候補の選定及び採択　（２）選定のポイント」を熟読の上、以下の各項目に対応した形で可能な限り具体的に記載すること。（様式３以降の記載内容との整合性にも配慮すること。）
（１）募集する事業の内容に対する適切性・有効性
※　「地域経済・雇用の活性化、市内事業者の生産性向上のいずれかに資するものとなっているか」については、特に具体的かつ明確に記載すること。
　　


（２）委託事業を遂行する能力




（３）委託事業の遂行の確実性




（４）委託事業の遂行についての効率性




（５）委託事業終了後の運営及び普及展開可能性




（６）その他
※　提案主体独自のアピールポイントがあれば記載すること。
























（注）　枚数制限なし。また、必要な場合には補足説明図（Ａ４判）等を添付すること。
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